
２０１７年１０月１４日から１５日に、大分県で九州沖縄医学生のつどいが開催されました。

九州沖縄から６４名の医学生、医師、医療従事者が集まり、「協同組織」をテーマに学習しました。

　記念講演では地域に出られて、協同組織としての活動を現場で実

践している、橋本氏の講演と医療の現場から協同組織について考え

ていく酒井先生より講演があり、協同組織の在り方、考え方について

話がありました。
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。
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を
受
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ま
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ビ
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ニ
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爆
被
災
事
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を
き
っ
か
け
に
、
広
島
・
長

崎
の
被
害
、
放
射
能
に
よ
る
惨
禍
を
広
範

な
国
民
が
知
り
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め

る
﹁
原
水
爆
禁
止
署
名
﹂
が
全
国
で
と
り
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ま
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、
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に
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。

　
こ
う
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が
、
翌
56
年
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は
、
長
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で
第
2
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水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か
れ
ま
し
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以
来
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年
、
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界
の
人
々
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連
帯
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て
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界
大
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開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
所
属
し
て
い
る
全
日
本
民
主

医
療
機
関
連
合
会
も
平
和
を
守
る
運
動
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
代
表
団
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
は
主
に
今

年
４
月
に
入
職
し
た
職
員
達
で
、
彼
ら
に

と
っ
て
は
、
現
地
で
平
和
を
守
る
運
動
に

直
接
肌
で
触
れ
る
、
貴
重
な
平
和
教
育
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　臨床倫理の講演では大分健生病院の楢原真由

美先生より講演を行っていただきました。実際の医

療現場における倫理の問題において、患者が何を

望んでいるかという難しい問題をグループ内で話

し合い発表を行いました

　班会体験では実際に体を動かしながら、どういった組合員活動を

しているのかを楽しく学びました。

　２０１７年９月３０日～１０月１日、新潟県越後湯沢で『民医連の

医療と研修を考える医学生のつどい』（以下全国つどい）が開催さ

れました。全国つどいは２日間が３回、と３日間１回の年間計４回

開催されます。今回は、新潟水俣病やその被害にあった患者に、新

潟民医連の医師やスタッフがどう向き合ったか、新潟の地で働く

医師が地域医療を志したきっかけなどが紹介されました。

医学生 広場の
Plaza of Medical studentsPlaza of Medical studentsPlaza of Medical students

医学生向け
企画案内
・報告

宮崎民医連 医系学生サポートセンター（医学生担当：石川、宮田、松浦） E-Mail：kiyotake-bunsitu@iga.bbiq.jp  ℡ 0985-85-9717

参加希望の方は、下記連絡先までお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ先

医学生のつどい

○ 今後の「医学生のつどい Third quarter」のご案内

日時：２０１７年１２月２３日（土）～２４日（日）

場所：静岡県熱海市

内容：「ＳＤＨ～健康な状態とは何か～」

KOMSA Kyushu Okinawa Medical Students Associat ion

九 州 ･ 沖 縄 医 学 生 の つ ど い

１日目 2日目記念講演
「協同組織で健康づくり」

「私たちとキョードー組織」

橋本まゆみ 氏

酒井　　誠 氏 記念講演
「臨床倫理～立ち止まって考えよう～」 楢原真由美 氏

班会体験
・笑ヨガ

・みんなで楽しむ健康体操

・高齢者の食事の現状

　　～自分の食事を見直そう～
・口は健康の入口、いのちのいりぐち、オーラルフレイル予防について

「医学生のつどい」は、全国の医学生が学び、交流する企画です。

3ヶ月に1度開催され、講演会や研修について考える企画があります。興味のある方は、ぜひご参加ください。
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参
加
者
の
感
想

病
院
か
ら
千
羽
鶴
を
折
っ
て
会
場
ま
で

届
け
ま
し
た
。

会場の様子、長崎市長による挨拶。

集合写真

私たちは未来に生きる者として、

この悲惨さを語り継ぎ、

そして平和を担う民医連職員として、

未来へ託していく使命を、幾万の御霊に誓い、宮崎へ戻りました。

医
師　

合
田
廷
大

　

私
は
今
回
初
め
て
原
水
禁
世
界
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
平
和
な
世
界
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
平
和
を
願
う
だ
け
、
祈
る
だ
け
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
毎
年
８
月
に
な
る
と
、
戦
争
や
原
爆
の
こ
と
を

ニ
ュ
ー
ス
の
特
集
で
見
て
、
そ
の
度
に
胸
が
痛
み
ま
す
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の

で
あ
っ
て
永
久
に
続
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
爆
に
限
ら
ず
、
世
界
各
地
で
起

こ
る
事
件
や
事
故
、
災
害
は
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
こ
れ
ま

で
そ
の
い
ず
れ
か
ら
も
免
れ
て
き
た
人
生
で
し
た
。
私
は
被
爆
国
の
国
民
で
あ
り
な

が
ら
、
ど
こ
か
傍
観
者
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
被
爆
者
の
方
々
は
戦
後
72

年
間
、
絶
え
ず
辛
い
記
憶
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
過
去
を
過
去
の
も
の
と
せ
ず
、
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
目
指
し
て
日
々
努
力
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
今
な
お
続

い
て
い
ま
す
。
原
爆
投
下
後
72
年
が
経
ち
、
よ
う
や
く
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
は
そ
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
折
り
鶴
や
世
界
中

で
行
わ
れ
て
い
る
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
も
す
べ
て
〝
１
〞 

を
足
し
合
わ
せ
た
結

果
、
大
き
く
出
来
上
が
る
も
の
で
す
。
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
の
実
現

の
た
め
に
、
そ
の
〝
１
〞
と
な
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
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私
が
生
ま
れ
て
25
年
間
平
和
な
世
の
中
が
続
き
、
今
後
も
当
た
り
前
に
同
じ
よ
う

な
世
の
中
が
続
く
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
過
ご
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
の
平
和
は
戦

後
の
反
省
の
下
に
あ
り
、
今
後
も
日
本
や
世
界
が
平
和
で
あ
る
に
は
悲
惨
な
戦
争
体

験
を
後
世
に
伝
え
な
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
今
回
の
世
界
大
会
に
参

加
し
て
感
じ
た
。
分
科
会
で
は
現
在
の
核
兵
器
を
持
つ
国
が
考
え
て
い
る
﹁
抑
止

論
﹂
的
な
考
え
方
が
進
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
せ
る
よ
う

準
備
し
相
手
か
ら
攻
撃
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
の
考
え
方
で
は
い
つ
か
崩
壊
し
て

し
ま
う
効
き
す
ぎ
る
薬
で
あ
る
そ
う
だ
。

　

そ
こ
で
こ
の
﹁
抑
止
論
﹂
に
対
抗
す
る
に
は
、
﹁
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
と
は
い

う
け
れ
ど
広
島
・
長
崎
の
よ
う
な
悲
惨
な
こ
と
を
再
び
起
こ
し
た
ら
い
け
な
い
よ

ね
﹂
と
実
際
の
体
験
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。

　

私
は
今
後
も
平
和
が
当
た
り
前
に
続
く
よ
う
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
出
来
る
だ
け
多

く
の
人
に
伝
え
、
脱
抑
止
論
へ
突
き
進
む
よ
う
願
う
。

11 てのひら医学生と宮崎民医連の情報誌。 12てのひら 医学生と宮崎民医連の情報誌。


